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この 2本のイチョウは、出海神社境内の入口左右にあり、神社に向かつて左が雄木、

右が雌木です。

雄木は、目通り 3.6 ~;;:、樹高約20 ~;;: で、 地上約10江の所から多数の枝葉を付けて伸びて

います。雌木は、 目通り 3~;;:、樹高約18 ~;;:、地上約 7 ~;;:の所から多数の枝葉を付け、枝

の付け根からは大小数個の気根(空気中にできる根)が垂れ下がり、古木の容姿を見せ

ています。地元のお年寄りに よると、この気根は女性の乳房に似ているところから 、昔

は乳のでない母親たちが“お乳が出るように"と信仰していたとのことです。

イチョウの大木は各地に多く見られますが、雌雄両木が並べて植えられ、しかも両木

とも旺盛に成長しているのは珍しいものです。



コンピュータプログラムが、西暦2000年以降の日

付に対応していない場合には、システムの停止や誤

作動等のトラブルが発生する恐れがあるため、適切

な対応が求められていることは、テレビや新聞の報

道によりご承知のとおりです。

長浜町電算システムにおいても、不測の事態に対

してその及ぼす影響を最小限に抑えるため、問題プ

ログラムの修正及び模擬テストを実施し、 10月には

危機管理計画書の策定と対策本部を設置して対応し

ているところです。

コンピュータの誤作動等が原因で、私たちの日常

生活に深刻な影響を与えるような大きな混乱は生じ

ないと考えますが、万一の場合に備えて、各ご家庭

でも無理なく対応されることをお奨めします。

なお、 2000年問題に起因すると思われる支障等が

生じた場合や、不明の点があれば、下記までご連絡

またはお問い合わせください。

ご連絡園お問い合わせは

綾場総務課構報管理鐸
TEL 5 2 -1 1 1 1 (内線18または20)まで

食
料
自
飲
料
水
等

普
段
、
災
害
等
へ
の
備
え
と
し
て
備

蓄
さ
れ
て
い
る
、
食
料
・
飲
料
水
等
の

再
点
検
を
お
奨
め
し
ま
す
。

預
陥
貯
金

日
頃
の
通
帳
記
帳
、
年
末
年
始
ま
で

に
受
け
取
る
領
収
書
等
の
保
管
、
来
年

一
月
以
降
に
受
け
取
る
請
求
主
塁
寸
の
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
を
お
奨
め
し
ま
す
。

現
金
引
き
出
し

現
金
自
動
支
払
機
が
使
え
な
い
お
正

月
休
暇
分
も
考
慮
し
な
が
ら
、
例
年
ど

お
り
対
応
さ
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま

す
が
、
多
額
の
現
金
を
手
元
に
置
く
こ

と
に
よ
り
、
盗
難
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

貯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
等

年
末
年
始
の
休
暇
等
を
考
慮
し
て
、

例
年
ど
お
り
適
切
な
量
を
確
保
し
て
お

く
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

医
薬
品
等

常
備
薬
等
の
再
点
検
の
ほ
か
、
持
病

で
日
頃
服
用
さ
れ
て
い
る
薬
の
あ
る
方

ゃ
、
在
宅
療
養
で
医
療
機
器
を
使
用
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
主
治
医
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

身
近
ー
な
家
電
製
品
等

疑
問
の
点
が
あ
れ
ば
、
各
メ
ー
カ
ー

や
お
買
い
上
げ
円
等
に
お
尋
ね
さ
れ
る

こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

年
末
年
始
の
電
話
盟

イ
ン
タ
i
ネ
ッ
ト
の
利
用

つ
な
が
る
か
ど
う
か
の
確
認
や
、
お

急
ぎ
で
な
い
用
件
等
の
通
話
、
通
信
を

で
き
る
だ
け
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

2 

年
末
年
始
の
藤
行

海
外
に
つ
い
て
は
、
国
に
よ
っ
て
二

0
0
0
年
問
題
に
よ
り
不
都
合
等
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
し
、

旅
行
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
判
断
し
、

実
施
の
際
は
、
余
裕
を
持
っ
た
計
画
を

お
奨
め
し
ま
す
。

悪
賀
商
法
図
詐
欺
等

へ
の
注
意
喚
超

二
0
0
0
年
問
題
に
絡
め
て
消
費
者

の
不
安
を
あ
お
っ
た
り
、
誇
大
広
告
に

よ
る
物
品
販
売
等
、
各
種
詐
欺
的
行
為

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ウ
ィ
ル
ス
等
へ
の

注
意
喚
起

三

0
0
0
年
問
題
を
解
決
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
と
称
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ウ
ィ
ル
ス
を
配
布
す
る
行
為
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
の
見
直
し
、
徹
底
を
お
奨
め
し
ま
す
。

中
小
企
業
に
お
け
る
対
蕗

必
要
な
デ

i
タ
の
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

等
に
よ
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
確
保
、
社

内
の
緊
急
体
制
の
整
備
な
ど
、
危
機
管

理
の
対
応
に
つ
い
て
再
度
ご
確
認
く
だ

さ
い
。



一
ぱ
く
が
三
年
生
の
時
の
こ
と
で
す
。

一
い
じ
め
ら
れ
て
す
ご
く
い
や
な
気
持

一
ち
に
な
っ
h
j
一
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

一
ぼ
く
と
、
ぼ
く
の
友
三
ち
の

A
君

一
が
体
育
そ
う
庫
に
ボ
ー
ル
を
取
り
に

一
行
き
ま
し
た
。
中
に
人
る
と
急
に
一
戸

一
が
閉
ま
っ
て
で
ら
れ
九
ハ
ァ
、
な
っ
て
し

一
ま
い
ま
し
た
。
一
生
け
ん
命
に
聞
け

一
ょ
う
と
し
て
も
聞
か
九
強
か
っ
た
の
で
、

一
川
び
ま
し
た
。
す
る
と
、
ぼ
く
た
ち

一
を
閉
じ
込
め
て
い
た
人
も
び
っ
く
り

一

し

て

戸

を

聞

け

ま

し

た

。

そ

の

人

は

そ

の

よ

く

日

、

ぼ

一
B
君
で
し
た
O
B
君

は

、

ぼ

く

た

ん

〈

た

ち

が

学

校

で

遊

一
よ
り
年
上
の
人
で
し
た
J

い

っ

し

ょ

ん

で

い

る

と

、

お

計

一
に
い
た

C
君

は

、

あ

わ

て

て

に

げ

て

が

や

っ

て

き

て

あ

や

一

い

き

ま

し

た

ま

っ

て

く

れ

ま

し

た

。

一

ぼ

く

た

ら

は

、

口

君

に

さ

れ

た

こ

た

ち

に

も

、

っ

、

ミ

れ

か

ら

い

一
と
を
た
ん
江
川
先
生
に
話
し
ま
し
た
の
「
よ
せ
て
く
れ
υ

」

じ

め

ら

れ

る

こ

と

が

一

泡

乍

は

、

と

一

二

一

口

い

ま

し

た

に

な

い

だ

ろ

下

っ

と

思

つ

…
「
分
か
り
ま
し
た
O
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に

討

し

ご

「

よ

せ

て

く

れ

な

か

っ

て

、

ほ

っ

と

し

た

気

一

お

き

ま

す

じ

た

ん

、

お

ま

え

ら

の

持

ち

に

な

り

ま

し

た

。

ひ

み

つ

を

一

一

己

う

ぞ

り

ん

は

く

は

、

反

対

に

友

だ

ち

を

い

じ

め

一

)

i

し
ー
三
日
台
て
、
ぼ
く
た
ち
が
人
に
知
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
友
だ
ち
の
い
や

G
5
R和
4
M二
た
く
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
ろ
う
と
し
ま
が
る
こ
と
を
し
た
り
言
っ
た
り
し
た
こ

一

d
u
k勺
コ
臥
れ
が
ト
・
-
ご
し
た
。
ぼ
く
た
人
は
い
っ
し
ょ
に
い
た
と
が
あ
る
の
で
す
そ
ん
な
こ
と
を
し

・

1診
ム
ヘ
事
務
関
二
ら
、
ま
だ
こ
の
山
の
よ
、
つ
に
い
じ
め
ら
た
後
は
、
心
言
い
よ
う
な
気
持
ち
に

一

町

、

ν鳥
脇
浮
M
1
¥

一
一
れ
る
か
も
し
れ
な
ど
一
忠
一
J

て
、
遊
び
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
次
の
日
、
そ
の

胃

一

志

一

安

信

同

町

止

一

一

た

く

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

o
Z、
し
友
だ
ち
に
あ
ヤ
ま
っ
て
仲
な
お
り
を
し

一

C
R
J
/
/
/ハ
μ一
か
た
な
く
よ
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。
た
ら
、
心
の
孟
み
が
す
う
っ
と
抜
け
て

途
巾
で
遊
び
を
や
め
て
休
ん
で
い
る
い
く
よ
、
つ
な
試
が
し
ま
し
た
。

と、

B
君
は
他
の
と
こ
ろ
に
い
る
人
た
ぼ
く
が
い
じ
め
た
友
だ
ち
は
、
ぼ
く

ち
に
い
や
が
る
こ
と
を
命
令
し
て
い
ま

し
た
。
ほ
く
売
ち
は
、
急
い
で
先
生
に

L
I
-
-
j
l
j
、

一

一
一
円
い
ま
し
た
。
そ
の
が
校
、
走
古

B
君

。
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そ
の
日
、
ぶ
に
帰
っ
て
か
ら
、
学
交
一
一
'
こ
一
、
い
い
事
一

f

J

一

t

f

r

p

)

)

γ

戸
わ
以
題
一
、
〔
一

で
あ
っ
た
こ
と
を
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
c

/

ポ
/
包
清
河
口

F

/

「

-
F
4

、z
f

4

4

，

、

、

;

.

ふ
と
ん
に
入
ソ
て
ね
よ
う
と
し
た
時
、

/

o

d

A

ハ
ド
「
主
¥
'

-

/

O

匂

/

今

日

あ

っ

た

こ

と

が

頭

に

浮

か

ん

で

き

げ

/

1

0

;

ま
し
た
。
ま
た
明
日
も
、
今
日
み
た
い

な
こ
と
が
あ
る
の
か
な
あ
と
川
い
ま

L

た

。

が

い

じ

め

ら

れ

た

時

と

日

じ

よ

う

一

な
ん
A
持
ち
に
な
っ
た
だ
ろ
う
と
思
一

い

ま

し

た

。

一

ぼ
く
は
、
い
じ
め
を
な
く
し
て

楽
し
く
也
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
圏

、
つ
な
と
こ
ろ
に
し
た
い
と
思
い
ま
一

す
の
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
が
い
一

た
ら
、
声
を
か
け
て
あ
げ
た
い
と
一

思
い
ま
す
っ
い
じ
め
て
い
る
人
が
一

い
た
ら
、
い
じ
め
る
こ
と
は
よ
く
一

な
い
と
教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
一

士
ム
ト
3

0

¥

、

、

冒

¥

、

圏

、

量

一

竺

り

一

;

一

圃

η
三
市
長
~
¥
¥
一

γ
A
一

草

川

一

蒔
盟
関
一

と
言
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

次
の
日
、
友
だ
ち

と
遊
ん
で
い
る
と

B

君
が
や
っ
て
き
ま
し

た
c

そ
し
て
、

「いじめられたぼくと
いじめたぼく」

| 小学5年生 l 

I ( 10年度人権作文集より) I 

，d、
く

人日は「第51自，_l12月
す

員か地方法務局、またはその支局までごキli説くだ

さしミ。相談は無料で、秘密ほ固く守られます〉

なお、長浜町の人権擁護委員は次の方々 vごす。

考えようあなたの人権私の人権
~ひろけよう心と心のネットワーク~
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一
一
一
一

2
4
2
3
 

5
5
5
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浜
滝
戒
海
須

長
自
下
出

進
治
子
豊

武
幸

田

井

山

黒
酒
菅
石

0
0
0
0
 

人権週間は、同氏一人ひとりが「人権lを再認
識するとともに、自己の行為によって他人の人権

を侵害していないか反省してみる週間でもありま

人権問題で、お困りの方壮、 お ~!)i くの人権擁護委

3 



毒事

霊豊
監::::11

う

5

j署 間協

F雪 購自iま

(酎不自齢扇点二寸
事方角や場所を伝えるときは、円可歩」円可

メ ト)l"Jなどを具体的にいいます。

審道案内をするときは¥白いつえの反対側

に立って腕を貸し、半歩前をゆっくり歩

きますD

審エレベーターに乗るときは¥上るか下る

かを説明します。

静お茶や食事のときは¥食器などの位置と

内容を説明します。位置は時計の針の方

向で言うと分かりやすくなります。

仁子理ガ不畠畠な人iごは.)

重量階段で車いすの上り下りを手伝うときは

一人で無理をせず、周囲の人にも呼びか

けて 2~3人で協力します。上りは前向

き¥下りは後向きで¥車いすの人ガ落ち

ないように気をつけます。

暢松葉づえを使う人とすれ違うときには、

ぶつからないように気を配ります。

置盟i主主主盛謹型評時鼎事畠甚措置轟薗瞳
バリアフリー
Cbarrier free) 困っているようでしたら、声をかけてみましょう。

何を、どうすればよいかを率直に聞きましょう。

* * * サポートしてもらいたい内容は、障害の種類や程度によっ

て違います。障害のある人たちが、あなたのサポートを心

苦しく感じないよう、細やかな心づかいガ必、要です。

-4-



圃輔副
画事
も覇

ア
フ
リ
ー
の
道
路
や
住
ま
い
の
建
設
が
進
お
窓
ど
、
陣
害

の
あ
る
人
に
と
っ
て
住
み
よ
い
ま
3
、
つ
く
り
、
ガ
進
F
M
で
い
ま
す
。

身
近
で
で
さ
る
こ
と
は
、
障
害
の
あ
る
人
と
じ
万
に
接
レ
ー
ら

の
バ
リ
ア
を
な
く
し
て
い
く
ご
と
で
す
O

「
お
手
伝
い
し

ー
ま
し
よ
る
ガ
?
」
の
一
一
一
言
己
始
ま
っ
て
、
わ
定
定

ち
に
窓
さ
る
こ
と
は
定
く
在
ん
お
り
ま
す
。

こ里万不畠齢人同三三j
.駅や電車内で案内放送などガ流れたら、筆

談や身ぶりなどで内容を伝えます。

ゆ病院や銀行の窓口などで呼lまれていたら¥

方をたたいて教えます。

.唇の動きで言葉を読み取れる人もいます。

口の動きガ分かるように、正面からはっき

り分かりやす〈話します。

.何人力、で一緒|ご会話するときには、周囲の

話の内容も筆談や身13¥りなどで伝えます。

筆談は、手のひらや紙に文字を書いて伝え

あう方法です。

@手話や指文字は¥耳の不自由な人たちの間

で親しまれています。最近l立、ほとんどの

都道府県で手話講習会ガ開かれています。

あなたも参加してみませんか。

院議曹のある人をJI解レも
ノーマライゼーショシの理意を韓議民定審事せよう。
ノーマライゼーションの考え方
ノーマライゼーションとは、 1950年代¥テン の生活を送るため、ともに暮らし¥ともに生きてい

マークにおける知的障害者の親の会ガ， 1;施設入所 くような社会こそノ マんである¥という考え方で

の子どもも家族とともに生活する権利ガある」と主 すO そして、障害のある人を特別扱いするのではな

張する運動のcゃから生まれた考え方を表現したもの く¥一般社会の中で普通の生活ガ送れるような条件

です。ごの考え方は， 1 975年に国連ガ決議した を整えるべきであるとされています。

印章害者の権利宣言」の基本理念となり¥わガ国で このような考え方を基に¥現在¥国や地方自治体

も、 1981年の国際障害者年以降¥この考え方ガ、 では¥障害のある人ガ障害のない人とともに、普通

一般化してきましたO に生きてい11る社会を展望しています。具体的なこ一
具体的(ごは、障害のある人も障害のない人も¥高 ズを取り入れるなどきめ細かな配慮をして、地域社

齢者も若者も¥すべて人間として普通(ノ マjし) 会を重視した施策を充実しつつありま90
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出産祝し寸コ入院見舞い、内祝いな

どとして、ぜひこの機会に長浜町

商品券をご利用ください。

また、この商品券には抽選券が

付いていますので、使用後は大切

に保管しておいてください。

E有効期限】購入自の翌月から 3

か月間

Eプレミアム付き商品券購入限度
額】 1回の購入につき 1人 5万円

まで

【長浜町商品券についてのお問い

合わせ1投場経済課商工観光係
(告 52-1111 置(有U21 21) 

まで。

奥野ひとみさん
~民生@児童委員を委嘱~

下須戒の奥野ひとみさんは、 長浜町では、消費拡大による経

成11年10月 1日付で民生・児童委，.，済効果及び景気の浮揚と消費の町

員として委嘱されました。，.，外流げ1防止を図るため、町内の商

民生・児章委員の仕事は、社会，.，工業の振興を目的として、 12月か

奉仕の精神で、生活に阿っている自ら商品券を発行します。

世帯・身体障害者・寝たきり老人，.， 額面は500円の一種類で、町内

は子父子世帯等からの相談に応じ自の登録事業者であればどのお席で、

日もご利用いただけます。な録事業
たり、児童に関する活動に対し協，.，

，.'者とは、町へ取扱庖として届け出
力すること等です。

いただいたお庖で、長浜町商品
奥野さんの担当地区は、 94・95・

，.，券取扱J百のステッカーを貼ってい
96・97f乏です。この地区にお住ま，.，ただきます。

いの方々は、お気軽にご相談くだ!日 なお、ご利用の背さんに少しで

.，もサービスできたらということで、

出10枚分の金額(5.000円〉で11枚

，.，の商品券を購入すること

，.，カ宝 rときるフ。レミアムf寸き

，.，商品券も発行することに

しています。商品券は、

，.，長浜町役場内で販売しま

，.，す。

日常のお買い物のほか、

.，ーサ切だコもく{し い背しスてでか じをコ
，.，描イりさン構」原てな。さい沿い歩け平一世別

抑締結閥幹部::::::::説明宇判明開抽出抑制鮒，.，きズのいない日稿参お ん地いまくて成 4曙事正苧

gごみのお問い合わせは ，.己主同451竺士事信 正問 2エEJiZ哩
ii 役場本庁へ，.，自 0 最きーん隣伊ら秀 し絵る、号本年覇寵明|

l・1然 大さ枚)の能に作 ど地さ『ノ八一一四日恒三」
rn ~役場生活環境課~ ii~-，' Aはのを市ウ配は し閉と瓦 7邑月嘘雪崩

'"'施 2 、地三了二町ォ布沿 ご主をに々をか E邑j.岡田|
生活環境課は、保健センターか'"'設 、同I凶香村 l さ線 応を紹伴乙「ら唾品百石

.，二 最用にきをクれマ 募手介いが亙約審開渉苦|
ら役場本庁へ移転しています:'(丁 小紙し、合」まツ く与し、始圭二噌《巴型

'"'事 A 阿てパめですプ 7七、王たコ重苦年、.....暗劃
ごみや犬、墓地などに関するわ'"'、 3 つくソて歩。と さて楽 12三問主聾直l

t:?せは役場本庁へお願いi芝 山見書生とお伴 革田
生活環境課環境係
fT52-1111 ij: q1J  J占 吟三崎イ;江二位元 、関

(内線 54) :; .~ー/i珂( し'''"i( .(1l2~世グ ) 臨調

六台一敬図〔ー〔し地の品

三甲霊軍士語早雲手苦言 Z ofミ"""' if:~0'(/IO γ i <.三ク
事干ら菌?与言す。雪 E- J 伊ド刀 〆~一七百三
六六 O コ内わ]こ表分 間/ペ // ~ 
ン「せ四と現で う~ 416 (-' 

五き量主言宇 電 宅主? 戸ぷてぞ手fCら;レ5 j ~忍3 
)三京トさし 区 きくて バζラ/一"7 ヤ~一ノ μ¥ 

奪主昔霊毒議 主 亀5罪 f一V 弘羽 ¥ 伊慨青能E防ウh才一ク灯で げrJ 

。!央量計里喜E 壁 望し:冶た
五膏(能本 一 期 い :窓程之悼2ム'... / 
葉〒忠地平侍も 平秒津島γ

おヨヲ f 

盟/1~ 額覇悪事関野間的

長編同臨晶島署量発特し事Z

さい。

奥野ひとみ(宮52-1617)

割
引
務
審
隣
諸

一，

J
調一

一
一
蹴

1
一
括2
 

盟
主
間
取
器
一
r-

単
一

F
F

間

Z
R
r
 

委
嘱
さ
れ
た
奥
野
さ
ん

6 



託、戸籍、同籍相談、遺言、外国 ②精神鐸健福祉相談(予約制・無

人のための人権法律相談(無料・ 料)

秘密厳守) [日時]毎月第 3金曜日・ 13時~

[日時]12月 6日(月)午前10時 15時

~午後 3時 [相談員]医師(精神科ー)

【場所〕松山市役所本館11階会議 ③エイズ検査園相談(氏名不問-

室 予約制・無料)

I相談担当者]人権擁護委員、弁 I日時]毎月第]、第 3火曜日

護士、公証人、法務局職員、英語 11時~12時

通訳者、中国語通訳者 I相談員]医師・保健婦

[主催l松山地方法務局、愛媛県 ④結核圃一般健庫診断(有料)

ふれおい会館だより
ふれあい会館では、次のとおり

各展示会を開催します。ご近所お

誘い合わせ、ぜひご来場ください。

第5囲長浜高等学校
生徒美術展

長浜高校生徒の皆さんが描いた、

絵画やデザイン両などの美術作品

約50点が展示されます。

【期間J12 月 1 日 ~12 日(月曜日

休館:午前 9時~午後 5時)

E場所]ふれあい会館ギャラリー

人権擁護委員連合会 {日時]毎週火曜口. 9 時 ~10時

|二言己しミずオ工も、 士麦，fiIit土ブu沙1，11呆f建

所 2階健康相談室(宮24-3165)

で実施します。

棒読部説明部f蹴雨時制蹴蹄抵蹴控蹴忠誠4

gフゲ中毒防止月間
312月 1 自 ~31 自
選 ~長浜町保健センター~

部罰百草班活程在:~;:;~~話路~J士;:;:;.事間接毘古里毘琵主再開理現在.~按d

g人権問題に関する
5 総合12時間電話相談
I相談内容1差別問題、児童生徒

の「しミじめJ .体罰問題、家庭問

題、近隣関係等人権問題に関する

あらゆる相談(無料ー秘密厳守)

E日時]12月10日(金)午前 9時

~午後 9時

E電話番号1フリータイヤル o1 
2 0 - 0 25-5 5 0 

I相談担当者]弁護士、イ曽侶や教

育者等多種の経験を持つ人権擁護

委員、法務局職員

[主催1松山地方法務局、愛媛県

人権擁護委員連合会

税に関する
書道作品展

喜多郡内の小中学生による、

「税に関する書道作品展」の入賞

作品等、約60点が展示されますo

E期間】 12月 14 日 ~19 日(午前 9

時~午後 5時)

【場所]ふれあい会館ギャラリー

近年、フグの消費が増加してい

る中で、依然としてフグ中毒事故

が後を絶たなし斗犬況にあるため、

フグを食べる機会の多い12月を

「フグ中毒防止月間」と定め、フ

グ中毒の発生1¥方I1二に努めることと

しております。

フグ取扱者免許を持たない素人

料理は、危険ですのでやめましょ

態宣言明記明糊掛:::悦成明抑制待部瞬間m

g製造事業所の皆さまへ
g~統計調査に
露 ご協力ください~

12月3剖1日現在でで、¥、 次の統計調査 i話i悶晃蹴脚2琵対玉兎:苛鞠執詰知~~:鞠主恥5耳貼脚占知綿~~:出以却3訂詩対掛J正s掛::::姑訪掛非2出椛話疋蹄臨京恐在:::-~::拐出掛E対埠脚糊3

が同時に行われます O 宮税務相談のお知らせ

0平成11年工業統計調査..包製造事 E期日1

業所の実態を調査 O平成12年 1月14日(金)午前10

0平成11年石油等消費構造統計調 時~午後 3時

査...従業者30人以|二の製造事業所 O平成12年 2月14日(月)午前10

の石油等の消費実態を調査 時~午後 3時

12月から来年 1月にかけて調査 【場所]大洲商工会館

員がお伺いします。調査票に記入 [内容I税金に関すること全般

していただいた内容については、 {担当]高松国税局税務相談室

。

新刊情報
です~長浜町立図書館~

書名 著者

。沈まぬ太陽(4 )会長室編上

縦

せ
蹴

ら円
U

繊
の
持

制
ら
4
d

縦
一
物

縦
一
軒

g
t
I
 

蹴
山
崎
鰍
洲
蹴
大

情
説
回
戸
時
間
州
知
持
出

統計法に基づき秘密が厳守されま

すので、数字等の正確なご記入を

お願いします。

111111奇豊子

。あ!と驚くしあわせのコツ

小保和美

Oこころ7うぎスーツと車fくなる木手町立ぞlli:蕊・最蹴君臨時蹴鵠縦崩援を五語蹴怨部臨蹴

憲法務総合相談所阻
宮 外園人のための
器 人権法律相談所

I相談内容]人権問題、去記、 f共

①難病医療相談(予約制・無料)

I日時]毎月第 3火曜日・ 13時~

15日寺

[相談員]医師・保健婦ーケース

ワーカー

斎藤茂太

。禅とその歴史 石川力山

Oゼロからわかる

土地建物の税金 山旧朝-

:0からだがわかる本 福生吉裕
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品自己記員畠司副ふ陣論品局 員弱冠言語
容。 ガろでも任意加入で君5 す。

60歳になるまでの期間で満額の年金額に満たない方や老齢基礎年金を

もらえる必要最低限の期間 (25年間)ガ不足している方は， 65歳になる

まで任意加入できます。

基礎年金を

けるための

鐸険料の納付期間ガ

不思する方眼

70麓まで

加入することガで翠ます。

老齢基礎年金を受給するために最低限必要な期間 (25年間)ガ不足す

る方に対して¥昭和30年4月1日までに生まれた方を対象に， 70歳まで

(必要な保険料納付済期間を満たせるまで)国民年金に任意加入すること

(任意加入被保険者の特例)ガ、できます。

1.電話のご相談もお受けします

宮089-945圃2335(直通) 韓関曜曙関関
相談日 月曜から金曜午前 9 時半~12時

事事長| 午後 1 時~4 時40分(祝祭日掛く)
I g専門の相談員が親身になってご相談に応じます

『池田雪主役 ! ⑬弁護士相談日 毎週木曜日午後 1 時~4 時

il.-'f自画決 予約制相談無料)

社団法人日本損害保険協会 http://www.sonpo.o咽

松山自動車保験講求相談センター
松山市花園町J.J日本生命松山市駅前ピル6階松山詞査事務所 In089.945.550日)内
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生
活
文
化
祭
iJ

十
月
三
十
j
三
十
-
日
の
二
日
間
、

ふ
れ
あ
い
会
館
を
、
五
会
場
に
、
第
二
十

六
日
長
浜
町
生
活
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、

延
べ
約
八
千
人
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

る
の
は
初
め
て
。
八
方
広
が
り

い
い
こ
と
あ
る
か

ι:・
」
と
笑
顔

さ
れ
て
い
ん
。

同
一
不
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
手
芸
な
ど
趣

味
の
グ
ル
ー
プ
の
各
作
品
や
、
闘
児
・

児
童
生
徒
ら
に
よ
る
絵
州
、
書
な
ど
多

彩
な
作
品
が
所
狭
し
と
民
一
不
さ
れ
、
鍛

rI
釘
の
視
線
事
一
集
め
て
い
た
っ

趣昧の作品を鑑賞する来場者

体重50 0 gの八ツ子の7ケビ

三
十
一
日
に
は
、
本
町
商
庖
街
な
ど

を
中
心
に
餅
つ
き
や
各
種
、
ハ
ザ
ー
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
移
動
動
物
問
や
、

H
M
懐

か
し
い
ら
ん
と
ん
や
さ
ん
の
パ
フ
ォ

1
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男

予

楽しかったちんどんやさんのパフォーマンス

ロ
ハ
十

m】
合
大
石
悠
一

秒
4
-
Y池
浦
慎
一
(
長
浜
)
9
秒
1
③

山
間
弘
樹
(
長
浜
)
9
秒
4
〔百

m】

①
大
石
佐
一
(
曲
一
u

一
茂
)
は
秒
6
②
池
浦

慎
一
へ
長
浜
)
日
秒
一
り
③
武
田
樹
典

(
長
浜
)
日
秒
3
〔
一
ハ
十

m
ハ
ー
ド
ル

〕
必
一
山
口
京
亮
(
長
浜
)
刊
秒
5
②
藤

岡
竜
副
戸
大
和
)
日
秒
5
③
玉
川
博
町

一
一
喜
多
灘
)
日
秒

4
〔
走
り
幅
跳
び
]

①
松
栄
涼
(
キ
ヘ
和

)
3
m
恥
山
一
清
水
良

太
(
櫛
小
一

)
a
m日(判
L
L

中
悟
(
長
浜
)

3
m
U
[
走
り
高
跳
び
〕
①
藤
岡
竜
司

(
大
和
)
I
m
話
一
け
〕
式
出
樹
血
(
(
長
浜
-

1
m
訂
③
渡
辺
正
太
一
〆
山
滝

)
1
m
m

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】
①
松
栄
涼

一
大
和
)
叩
m
M
U

②
谷
井
杵
J

「
(
櫛
生
)

品

m
m
①
川
中
ん
味
(
柿
生

)
U
m
此一

〔
四
百

mリ
レ

I
]
①
長
一
点
(
池
浦
・

マ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど

訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
は
、
官
込
山
十
ど
お

り
生
活
文
化
の
お
ん
た
り
会
架
し
ん
で
い

た。山
口
・
田
淵
・
武
同
)
山
科

2e大
和

(
松
築
・
一
時
附
・
大
石
・
松
田
)
日

P

3
③
喜
多
灘
f

-

玉
川
・
後
藤
・

松
岡
)
似
秒
6

女

予

8 

士
ハ
十

m
〕
①
山
本
瑠
菜
(
櫛
生
)
9

秒
S
J山
山
本
瑠
美
(
櫛
生

)
9
秒
5
③

佐
々
木
彩
(
長
浜

)
9秒
7
{
百

m】

去
山
本
瑠
美
(
櫛
A
T

一
日
科
2
②
篠
原

良
枝
(
長
一
点
)
日
秒

7
③
佐
々
木
彩

一
¥
長
浜
)
国
秒
1

〔
六
十

m
ハ
ー
ド
ル

〕

ω篠
原
良
枝
(
長
浜
)
山
秒
7
一叩明

阿
美
絵
(
郁
生
)
日
秒

2
③
山
作
川
一
小

一
長
浜
)
日
秒
8

〔
走
り
幅
跳
び
〕
①

折
田
千
裕
(
大
和
)
S
m
刊
⑦
一
時
由
美

絵
へ
櫛
生

)
3
m
社
⑦
九
日
本
清
子
(
大

和
)
3
m
口
〔
走
り
高
跳
び
〕
上
山
本

瑠
菜
(
櫛
生

)
l
m
U
必
同
内
由
希

(
櫛
生

1
m
げ
⑤
一
久
保
し
ず
か
(
長

浜
)
1
m
U
{
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
〕

①
中
伊
唯
(
出
海
)
M
m
m②
高
凶
早

希
子
(
長
浜
)
部

m
m
③
宮
下
寸
丸
山

一
一
戒
川
)
沼

m
m
〔
四
百

m
リ
レ

i
〕

川
し
よ
一
櫛
生
(
山
本
・
山
本
・
岸
井
・
増
田
)

臼
秒
9
②
長
浜
(
篠
原
・
佐
々
木
久

保
・
高
岡
)
邸
秒
3
②
人
、
利
一
川
田
・

-10 

力走を見せた子どもたち

(
ん
円
本
・
菊
地
・
高
橋
)
印
秒
2

M
W

男
女
六
十

m
な
ど
優
勝
料

ヘ
J
N
V

輸
出
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会
1

糾

十
月
十
八
日
、
内
子
運
動
公
同
グ
ラ

ウ
ン
ド
e

で
、
部
内
市
学
校
陸
上
競
技
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
ん
。

な
お
、
成
拡
は
次
の
と
お
り
マ
す
。

男

予

【
六
十

m
】
①
大
石
悠
-

砂
6
(ワ
プ
一
地
浦
慎
一
(
長
一
点
-
9
秒
1
〔

吉

m
】
①
大
行
性
一
(
豊
茂
)
日
秒
7

1
U浦
値
一
一
(
長
浜
)
川
崎
沙
8
士
八
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
叫
山
口
京
涼
(
長
浜
)

日
秒
4
③
区
川
一
人
U
J
(
大
和
)
川
秒
5

{
走
り
高
跳
び
〕
①
藤
川
市
司
(
ん
和
)

1
m
U
[
四
百

m
リ
レ

l
〕
(
;
一
長
、
千

(
池
浦
・
山
ハ
。
川
淵
・
武
旧
)
臼
秒 k 

。



女

予

=
八
十

m】
①
山
本
硝
菜
(
櫛
生
)
9

秒
3
一
一
∞
山
本
瑠
美
(
櫛
生

)
9
砂
3
〔

吉

m〕
①
山
本
瑠
美
(
櫛
生
)
日
秒
4

一
叩
篠
原
良
枝
一
長
浜
)
日
秒
7
【
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
】
①
篠
原
良
枝
(
長
浜
)

川
秒
4
【
走
り
幅
跳
び
〕
ゆ
一
増
田
美
絵

(
櫛
生

)
3
m
川
均
稲
田
「
裕
(
大
和
)

3
m
晴
[
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
け
】
①
中

伊
吐
f

山
海
)
お

m
印
③
高
岡
早
希

f

(
長
浜
)
お

m
心
【
四
百

m
リ
レ

l
〕

①
櫛
生
(
山
本
・
山
本
・
津
井
・
…
弔
問
)

日
秒
5
③
長
浜
一
一
漆
以
・
佐
々
木
・
久

保
・
高
岡

)ω
秒
9

川
町
玉
川
政
重
さ
ん
糊

b

B

O

V

 

塾川W
1

山
以
林
左
大
臣
感
謝
伏
1

例

「
統
計
の
日
」
の
卜
月
十
八
日
、
松

山
市
で
開
催
さ
れ
た
統
計
の
日
記
允
式

典
に
お
い
て
、
山
林
水
産
統
計
業
務
に

協
力
ぎ
れ
た
方
々
へ
の
民
林
水
岸
大
臣

感
謝
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
今
坊
の
玉

川
政
重
さ
ん
(
七

O
)
は
、
協
力
年
数

二
十
八
年
の
特
別
協
力
者
と
し
て
、
山
氏

林
水
育
大
臣
感
謝
状
全
党
け
ら
れ
ま
し

手ム

ひな

中見日南子ちゃん(下須戒)

温
か
い
女
の
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
聞
い
を
込
め
一

て

「

臼

南

子

」

と

れ

付

け

ま

し

た

。

一

だ
れ
か
ら
も
好
か
れ
る
優
し
い
女
の
子
に
育
ラ
て
ほ
し
一

い

で

す

。

一

れ
一
tAF

一

件
土
一
日一
寸
f
'
E

同
月
一

つ'
'

b

E

年
一
問
一
成一平一』

(父
l
富
士
雄
さ
ん
・
母

安
保
さ
ん
)

川
町
岡
理
三
郎
さ
九
州

強
1

郡
優
良
公
民
館
職
員
表
彰
¥
川
却

装

蕗
八
月
二
十
凶
日
、
内
下
町
で
開
催
さ

れ
た
郡
公
小
一
副
究
大
会
の
席
上
、
青
島

の
同
四
日
三
郎
さ
ん
(
青
島
公
民
館
、
正
事
・

七
三
)
は
、
永
年
に
わ
た
り
公
民
館
内
旧

対
抗
進
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

古
多
川
優
良
公
民
館
職
員
表
杉
会
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

療

法

同
世
一
大
野
石
吉
さ
ん
ら
受
申
立
吋

動

1
優

良

公

民

館

職

員

・

製

品

鵡

永

年

勤

続

公

民

館

側

中

嶋

運

品

川

審

議

会

委

員

1

時

数

頭
十
月
一
一
寸
一
日
、
松
山
市
で
間
供
さ

れ
た
平
成
十
一
年
度
愛
媛
県
公
民
館
研

究
大
会
開
会
式
の
庸
L

し
、
永
年
に
わ
た

り
公
民
飢
活
動
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
次

の
方
々
が
、
優
良
公
民
能
職
員
・
永
年

勤
杭
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
去
彰
、
感
謝
状
を
受
け
ら
れ

ま

し

た

。

一

位

称

略

)

{
愛
媛
県
教
育
委
員
会
教
育
長
岡
愛
援

県
公
民
舘
連
合
会
長
連
名
表
彰
〕

美
野
石
上
凶
(
比
浜
町
中
央
公
民
館
長
)

【
愛
媛
県
公
民
館
連
合
会
長
表
彰
】

。
優
良
公
民
館
職
員
表
彰

点
勝
浩
(
今
坊
公
民
館
前
主
事
)

ト
同
水
よ
朗
(
櫛
生
公
民
館
釘
沢
分
館
前

主
事
)

白
山
修
一

受賞された玉川政重さん

戒
川
公
民
館
長

一
)
ぶ
年
勤
続
公
民
飢
注
営
審
議
会
委
員

感
謝
状

パ
広
幸
子
(
中
央
公
民
館
J

一

上
川
時
子
一
長
浜
公
民
館
)

石
山
県
一
、
内
海
公
民
館
)

稲
川
正
男
(
出
海
公
民
開
一

奥
野
山
石
弘
(
白
滝
公
民
館
)

山
一
藤
井
嘉
友
さ
ん
料

危

ふ

)

命

F

L
附

1
全

国

社

会

教

育

委

員

同

腕

連

合

会

表

彰

l
w

鳴

i
愛
媛
県
少
年
補
導
委
員
知

識

連

絡

協

議

会

結

成

二

十

錦

織

丘

一

同

年

記

念

会

長

特

別

体

制

表

彰

5

創

卜
月
十
三
日
、
鳥
取
県
一
℃
開
催
さ
れ

た
第
山
卜
今
川
全
国
社
会
教
育
引
究
大

九
百
円
席
上
、
山
小
川
の
藤
井
嘉
友
さ
ん

(
忠
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
長
一
.

七
O
)
は
、
永
年
に
わ
た
り
社
会
教
育

閣
係
の
役
職
員
の
要
職
と
し
て
社
会
教

育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

全
田
村
会
教
育
委
員
連
合
会
表
拾
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
一
一
十
じ
口
仁
は
、
松
山

市
で
間
供
さ
れ
た
愛
暖
県
少
年
補
淳
委

員
連
将
協
読
ん
耳
結
成
二
十
五
周
年
記
念

大
会
の
防
上
、
永
年
に
わ
た
り
少
年
補

導
委
員
会
の
役
員
と
し
て
補
導
活
動
に

尽
力
き
れ
心
こ
と
に
よ
り
、
干
支
妓
山
県
少

年
補
導
委
員
連
川
和
協
議
会
結
成
一
一
十
五

周
年
記
念
会
長
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
売

川
町
山
口
ミ
ツ
子
さ
ん
ら
術

的
四
人
と
一
支
部
が
料

附

受

賞

町

内

必

の

@

税

効

1
社
会
福
祉
向
上
な
ど
の
部

叫

功

債

に

よ

り

一

1
m
-

M
司帆

i

j

U

4

州

十
日
刀
二
十
五
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
受
媛
県
社
会
福
制
大
会
の
席
上
、

地
域
内
社
去
福
祉
向
上
に
ゆ
柿
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。(
敬
私
酢
)

受賞された藤井嘉友さん

〔
県
知
事
表
彰
}

O
民
生
児
童
委
封
功
労
者
・
:
山
ハ
ミ
ツ

子
(
出
海

)
O社
会
福
祉
施
設
功
労
者
・
:

下
出
美
澄
(
下
須
戒
)

【
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
]

。
社
会
制
祉
施
設
功
労
者
-
-
-
木
之
本
律

子
(
沖
浦

)
O優
良
事
務
従
事
者
:
・
菊

岡
北
各
美
(
櫛
生
)

[
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
]

O
優
良
地
区
・
団
体
・
:
長
浜
町
共
同
募

金
委
員
会
豊
茂
支
部

11 



(イi)岸本印刷

自

運

協

結

せ

の

、
水

き

、

方

ず

だ

う

…一

程

ら

集

ご

た

寄

標

び

冷

で

叫

ん

れ

た

と

川

し

か

収

W
め

ら

目

た

に

が

で

』

忘

い

が

ιEF
~
月

ク

と

進

か

す

の

前

と

大

皆

を

て

り

d
a
b
3
一

な

ら

ん

ク

こ

館

こ

の

た

ち

せ

あ

一，

一

い

最

年

マ

庖

が

さ

一

、

育

る

で

い

持

わ

に

0

・一

d--
フ
9
ル

商

な

皆

マ

し

体

け

ま

だ

気

使

当

た

・

4
“

ィ

成

ベ

各

だ

の

ル

達

で

付

る

た

の

に

本

し

-Hr

-
7』

子

平

る

、

た

数

ベ

に

金

り

o

す

い

謝

切

。

ま

¥

，L
、

ん

い

多

た

点

資

取

た

入

力

感

大

す

い

川

崎
勺

刈

は

で

ろ

を

、

れ

万

の

を

し

購

協

の
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平成11年も今月で終わる。ある

「対談Jで、池内了博士が「北極
点へ行くと北はもうなし、。 どの方

向を見ても南ですよね。」と言っ

ているのを、岩波書庖の『図書J
で言売んでなるほどと思った。

昔の人は、 12月が来ると大忙し

で、半年一年の付け買いの支払い

に苦しんで、これを「極月」と言っ

た。 しかし、毛見イモは月払いだから、

ボーナスを貰える人にはむしろ

「楽月」と言うべきかも知れない。

もっとも、この不況でボーナスど

ころでない人も多いだろうが、た

とえ極月であっても、北極点に立っ

たつもりになれば全ては南だ。 日

本では、太陽が南中すれば暖かく

なり、冷えた心も温まる。

愛媛新聞の「文芸」蘭に、「前
あした

向きに生きて明日を切り開く」

(大沙H・矢野一 子)とし寸川柳が
載っていた。年が明ければ、過去

を反省、し将来に希望を繋ぐ新年が
やそ

やってくる 。 「思ひやれ八十の年

の暮れなればいかばかりかは物は

かなしき」と新古今和歌集にある

が、私には寂しがっている暇はな

い。八十の手習いで始めたパソコ

ンで、多くのことを学んでいる最

中で忙しし、。

皆さん、来年も前向きに生き抜

いて、世紀末の不況を克服しましょ

っ。

人口・世帯数のうごき

10月末現在 前月との比較

9，988人 29人減
人 Iコ (男 4，712人) (男14人減)

女 5，276人 女15入滅

位帯数 3，638世帯 5世帯干減

寄
付
採
納
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豊
茂
の
小
西
考
夫
さ
ん
・

側
佐
々
木

組
・:
椴
帳
一
式
を
豊
茂
公
民
館
へ
。

平成11年12月 l日発行平成11年12月号広報ながはま

(
先
月
号
に
掲
載
の
、
豊
茂
公
民
館
へ

の
椴
帳
寄
付
は
上
記
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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時
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齢
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戒

出

海
滝丘(茂浜滝

丘ハ

本内上野岡

美
(
一
七
)

男
(
七
七
)

ミ
ツ
ル
(
九
四
)

寛
子
(
六
八
)

守
(
六
六
)

愛
明
(
九
七
)

タ
ツ
コ
(
八
二
)

キ
サ
子

(
七
七
)

岡見井

白

山竹浦大宮中垣向

在鳥宗主

白長堂長長
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弘也 二

い
よ
い
よ
師
走
で
す
。
小
さ
い
頃
、

「
猫
も
杓
子
も
、
先
生
ま
で
も
走
り
回

る
ほ
ど
忙
し
い
時
期
だ
か
ら
師
走
な
ん

だ
」
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
年
賀
状
書
き

を
は
じ
め
、
年
末
決
算
、
大
掃
除
、
餅

っ
き
、
お
正
月
の
準
備
:
・
等
々
。

一
方
、
思
い
浮
か
べ

る
だ
け
な
ら
そ

れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
に
、
周
囲
で
師
走

の
話
題
が
出
る
と
、
自
分
も
忙
し
く
な

い
と
い
け
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
事
も

あ
り
ま
す
。
時
に
、
「
師
走
」
に
限
ら

ず
、
「
仕
事
」
や
「
奉
仕
」
で
も
こ
ん

な
気
持
ち
に
な
る
こ
と

っ
て
な
い
で
す

カ

?さ
て
、
本
紙
六
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
「
長
浜
町
商
品
券
」
。
年
末
年

始
の
お
買
い
物
に
は
早
速
こ
の
商
品
券

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、

準
備
万
端
ご
家

族
お
揃
い
で
、
す
が
す
が
し
い
こ

0
0

0
年
の
お
正
月
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。
(
や
)


